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研究のレベル
 文部科学省「研究大学強化促進事業」に採択（2013-2２年）

 地域中核・特色ある研究大学強化促進事業(連携機関)に採択（2023-
2032）

 科研費採択件数（国公私立大学、独法、研究所等） アクティブさ
｢情報科学、情報工学及びその関連分野｣：８位
｢応用情報学及びその関連分野｣：９位
｢機械力学、ロボティクス及びその関連分野｣：６位
｢情報科学、情報工学及びその関連分野｣：８位

教育のレベル
 就職率：有名企業400社-実就職率の全国順位 … ７ 位

（業種別 通信編１位、電気機器・電子編1位、サービス編７位、自動車編７位）
 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定【応用基礎レベル(大学等単位)】

最高レベルの「プラス」に選定された１０の国立大学の中の一つ

トップ１９ 全国の国公私立大学の中から１９の大学が選ばれ、その中の1
つとして電通大が選ばれている。

我が国には国公私立大学が約800ある。
有名ではないが、実は研究・教育の面でトップレベル

出典：【文部科学省】令和6年度科学研究費助成
事業の配分について_中区分別採択件数（過去５
年間の新規採択の累計数）

電通大の研究PR

出典：【大学通信】2023年有名
企業400社実就職率ランキング
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文学、言語学
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スポーツ科学、体育、健康科学
代数学、幾何学
生体分子化学
心理学
神経科学
地球惑星科学
有機化学
プラズマ学
ブレインサイエンス
応用物理物性
原子力工学、地球資源工学、エネルギー学
思想、芸術
経済学、経営学
航空宇宙工学、船舶海洋工学
高分子、有機材料
細胞レベルから個体レベルの生物学
政治学
生体の構造と機能
素粒子、原子核、宇宙物理学
天文学
内科学一般
病理病態学、感染・免疫学
分子レベルから細胞レベルの生物学
歴史学、考古学、博物館学

研究領域と研究者の分布

その他
13％

その他
13％

常勤研究者数
322

※常勤研究者数：
2024年5月1日の教授・准教授・講師・助
教・特任教授・特任准教授・特任助教の常勤

※研究領域：
科学研究費助成事業 審査区分表（令和５
(2023)年度 改正）を加工して分類
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半径300m

未来社会（Society5.0）実現の
基本技術

半径300mに集結！

拠点＝調布市：新宿駅から電車で15分

連携研究の文化がある：狭い敷地＋Ｄ．Ｃ．＆Ｉ．戦略

Ｄ．Ｃ．＆Ｉ．戦略とは、
Multidimensional Diversity
Deep Communication
Sustainable Innovation

社会へのメッセージ＋本学の特徴のPR
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研究：情報理工学分野等における最先端の研究
情報通信（ビッグデータ含む）、AI、ロボティクス、光科学、脳科学等の分野における高い研究力

→ 文部科学省｢光・量子飛躍フラッグシッププログラム（Q-LEAP）｣に４件採択
→ 文部科学省事業「研究大学強化促進事業」に採択（平成25～令和4年度）（19大学の１つ）
→ 科研費新規採択率：２１位（研究機関（国公私立大学、独法、研究所等を含む））

・｢情報科学、情報工学及びその関連分野｣：８位
・｢応用情報学及びその関連分野｣：９位
・｢機械力学、ロボティクス及びその関連分野｣：６位
・｢情報科学、情報工学及びその関連分野｣：８位

→ 共同研究獲得額：2倍増（平成27年 ２億54万円 → 令和元年 ３億9,273万円）

－ 研究力強化構想をさらに加速する戦略目標として「D.C.&I.戦略」を策定し、組織連携の拡大と資金獲得の強化を柱とした取組を推進
－ 研究力強化体制の構築（学長直下に企画・戦略機能を集約、人工知能先端研究センター(国立大初のAIセンター)、
ナノトライボロジー研究センター、コヒーレント光量子科学研究機構を設置し重点分野を推進）

－ イノベーション創出と人材育成を目指した本学と学外諸機関との共創の場（ＵＥＣアライアンスセンター）
－ ネットワーク型ＵＲＡによる研究支援（研究戦略策定、共同研究や受託研究等の外部資金の獲得支援、ＵＲＡ共創プラットフォーム）
－ 研究インテグレーター人材の育成を目的とした研究インテグレーション促進支援制度を新たに整備
－ 学内の競争的研究資金制度の構築（研究活性化支援システム）

※令和元年度実績、対平成27年度（第２期中期目標期間最終年度）比

特色ある取組例

電気通信大学の特徴と強み【補足】

出典：【文部科学省】令和6年度科
学研究費助成事業の配分について_
研究機関別採択率（令和６年度新規
採択分）

出典：【文部科学省】令和6年度科学研究費助
成事業の配分について_中区分別採択件数（過
去５年間の新規採択の累計数）



ⓒ UEC Tokyo. No.4

教育：異分野・産業界等との連携を通じた時代を切り拓くイノベーティブ人材の育成

多くの優れた卒業生を産業界へ輩出
→ 高い就職率（学部：9７.7％ 博士前期課程：99.8％）

(有名企業への主な就職実績（過去５年）NTTドコモ62人、富士通40人、日立製作所39人)
→ 著名企業４００社への実就職率が高い大学

全業種 全国 ７位
業種別 通信編 １位、電気機器・電子編 １位、サービス編 ７位、自動車編 7位

→ 学域卒業生、大学院修了生の情報処理・通信技術職への就職率：国立大学１位

高まる学生のニーズ
→ トップクラスの志願倍率（学部一般入試） 国立大学 ７位（令和６年度 6.０倍）

高度な教育プログラム
→ 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定【応用基礎レベル(大学等単位)】

本学は最高レベルの「プラス」に選定された１０の国立大学の中の一つ。

出典：（独）大学改革支援・学位授与機構｢大
学基本情報（国立大学）｣を基に集計

ー 学生自らが段階的に軸となる専門分野を選択しつつ幅広い視野を育む学修者主体の教育課程（情報理工学域（学部）・研究科（大学院））
ー 多様な社会ニーズを踏まえて実社会で活躍できるイノベーション博士人材の育成（スーパー連携大学院）
ー 国際社会で情報理工学をリードする人材を育成する学域3年生から修士2年生までの一貫教育（UECグローバルリーダー育成プログラム）
ー ものづくりを楽しむ能力を育成する楽力教育などの特色ある全学教育の展開（ロボメカ工房、電子工学工房、ピクトラボ）
ー AIの先端研究と結合した進化するアクティブ・ラーニング環境の整備（UEC Ambient Intelligence Agora）
ー 社会的課題の解決に向けた近隣大学（東京農工大学、東京外国語大学）と連携・協働した教育プログラムの構築・実施
（大学院共同サステイナビリティ研究専攻の設置、西東京三大学連携を基盤とした文理協働型グローバル人材育成プログラム）

ー 学生支援の充実（独自奨学金制度、学生メンターの育成、UEC Port学生宿舎、目黒会（同窓会）と連携した就職支援 ）
ー 社会人向けの教育課程等（先端工学基礎課程（都内国立大学で唯一の夜間主コース）、企業との協働によるデータアントレプレナー教育）

※令和6年3月31日までの実績

出典：文部科学省「国公立大学入学者選抜の志願状況等」（令和6年度）

出典：大学通信「大学探しランキングブック
2024 ランキングで見つかる志望大学」
（2023年）
（著名企業400社：日経平均株価指数の採
用銘柄など基に選定された企業）

特色ある取組例

【補足】 電気通信大学の特徴と強み
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